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【手続補正書】
【提出日】平成22年2月2日(2010.2.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ブラシレスモータであって、
　複数の電磁コイルを有するコイル列と、
　複数の永久磁石を有する磁石列と、
　前記磁石列と前記コイル列の相対位置を検出するための磁気センサと、
　前記磁気センサの出力を利用し、駆動トランジスタを用いて前記コイル列を駆動する駆
動制御回路と、
　前記コイル列のコイル温度と前記駆動トランジスタの温度とのうちのいずれかに関連付
けられた検出対象温度を検出するための温度センサと、
を備え、
　前記駆動制御回路は、
　前記コイル列に電流を供給するための複数の駆動トランジスタで構成されるドライバ回
路と、
　前記ドライバ回路の前記複数の駆動トランジスタを制御する駆動信号を生成するための
駆動信号生成回路と、
を備え、
　前記駆動信号生成回路は、
　前記温度センサの出力に基づいて、前記温度センサで検出された検出対象温度が所定の
閾値を超えたか否かを示す過熱制限信号を生成する過熱制限回路と、
　前記過熱制限信号に少なくとも基づいて、前記コイル列を励磁すべき励磁区間と、前記
コイル列を励磁すべきでない非励磁区間とを設定する励磁区間設定部と、
　前記磁気センサの出力のアナログ的変化を利用したＰＷＭ制御を実行して、前記励磁区
間においてＰＷＭ信号を前記ブリッジ回路に供給するとともに前記非励磁区間において前
記ＰＷＭ信号の供給を停止するＰＷＭ制御回路と、
を含み、
　前記励磁区間設定部は、前記検出対象温度が前記所定の閾値を超えたことを前記過熱制
限信号が示すときには、前記励磁区間を短縮するとともに前記非励磁区間を延長する、ブ
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ラシレスモータ。
【請求項２】
　請求項１記載のブラシレスモータであって、
　前記励磁区間設定部は、前記過熱制限信号のみでなく、外部から与えられるブラシレス
モータの動作電圧の指令値にも基づいて前記励磁区間と前記非励磁区間とを設定する、ブ
ラシレスモータ。
【請求項３】
　請求項２記載のブラシレスモータであって、
　前記励磁区間設定部は、
　前記ブラシレスモータの動作電圧の指令値に基づいて前記励磁区間と前記非励磁区間と
を設定するとともに、前記励磁区間と前記非励磁区間とを示す励磁区間信号を出力する第
１の区間設定部と、
　前記励磁区間信号と前記過熱制限信号との論理積を取るととともに、前記論理積の結果
を前記ＰＷＭ制御回路に供給する論理回路と、
を含む、ブラシレスモータ。
【請求項４】
　請求項１ないし３のいずれか一項に記載のブラシレスモータであって、
　前記温度センサは、前記駆動トランジスタが実装されたパワー半導体素子内に含まれて
いる、ブラシレスモータ。
【請求項５】
　請求項１ないし３のいずれか一項に記載のブラシレスモータであって、
　前記温度センサは、前記駆動トランジスタに設けられた放熱部材に設置されている、ブ
ラシレスモータ。
【請求項６】
　複数の電磁コイルを有するコイル列と、複数の永久磁石を有する磁石列と、前記コイル
列のコイル温度と前記コイル列を駆動する駆動トランジスタの温度とのいずれかに関連付
けられた検出対象温度を検出するための温度センサと、を備えるブラシレスモータの制御
方法であって、
　前記温度センサの出力に基づいて、前記温度センサで検出された検出対象温度が所定の
閾値を超えたか否かを示す過熱制限信号を生成し、
　前記過熱制限信号に少なくとも基づいて、前記コイル列を励磁すべき励磁区間と、前記
コイル列を励磁すべきでない非励磁区間とを設定し、
　前記磁石列と前記コイル列の相対位置を検出するための磁気センサの出力のアナログ的
変化を利用したＰＷＭ制御を実行して、前記励磁区間においてＰＷＭ信号を前記駆動トラ
ンジスタのブリッジ回路に供給するとともに前記非励磁区間において前記ＰＷＭ信号の供
給を停止し、
　前記検出対象温度が前記所定の閾値を超えたときには、前記励磁区間を短縮するととも
に前記非励磁区間を延長する、ブラシレスモータの制御方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上記目的を達成するために、本発明によるブラシレスモータは、
　複数の電磁コイルを有するコイル列と、
　複数の永久磁石を有する磁石列と、
　前記磁石列と前記コイル列の相対位置を検出するための磁気センサと、
　前記磁気センサの出力を利用し、駆動トランジスタを用いて前記コイル列を駆動する駆
動制御回路と、
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　前記コイル列のコイル温度と前記駆動トランジスタの温度とのうちのいずれかに関連付
けられた検出対象温度を検出するための温度センサと、
を備え、
　前記駆動制御回路は、
　前記コイル列に電流を供給するための複数の駆動トランジスタで構成されるドライバ回
路と、
　前記ドライバ回路の前記複数の駆動トランジスタを制御する駆動信号を生成するための
駆動信号生成回路と、
を備え、
　前記駆動信号生成回路は、
　前記温度センサの出力に基づいて、前記温度センサで検出された検出対象温度が所定の
閾値を超えたか否かを示す過熱制限信号を生成する過熱制限回路と、
　前記過熱制限信号に少なくとも基づいて、前記コイル列を励磁すべき励磁区間と、前記
コイル列を励磁すべきでない非励磁区間とを設定する励磁区間設定部と、
　前記磁気センサの出力のアナログ的変化を利用したＰＷＭ制御を実行して、前記励磁区
間においてＰＷＭ信号を前記ブリッジ回路に供給するとともに前記非励磁区間において前
記ＰＷＭ信号の供給を停止するＰＷＭ制御回路と、
を含み、
　前記励磁区間設定部は、前記検出対象温度が前記所定の閾値を超えたことを前記過熱制
限信号が示すときには、前記励磁区間を短縮するとともに前記非励磁区間を延長する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　このブラシレスモータによれば、温度センサで検出された検出対象温度が所定の閾値を
超えたときにはコイル列に供給する駆動電圧の実効値を低減させるので、従来のように過
剰電流制限回路を設ける場合に比べて始動時において電流を過度に制限することが無くな
り、また、モータの過熱を防止することができる。さらに、励磁区間と非励磁区間の設定
を変えることによって、モータの過熱を防止することができる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
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